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機械器具 51 医療用嘴管及び体液誘導管 
高度管理医療機器 中心循環系マイクロカテーテル 70296004 

マイクロカテーテル 2 
（ネオセリジエ SSアングルタイプ） 

 
再使用禁止 
 

 

【禁忌・禁止】 
1. 再使用、再滅菌禁止。 
2. 血管造影検査の適応禁忌となる患者（妊婦または妊娠が疑わ
れるなど）には使用しないで下さい。［X 線による影響が懸
念されます。］ 

3. 血管内の目的部位への挿入に際して、本品と金属針、金属外
套管、金属部分を持つカテーテルを併用しないで下さい。［本
品の破損、親水性コーティング剥がれの恐れがあります。］ 

4. 自動注入装置（インジェクター）を用いて本品に造影剤を注 
入する際は、実用最大耐圧 8274 kPa（1200 psi）を超える圧
力をかけないで下さい。［本品が破損、破裂する恐れがありま
す。］ 

 
【形状・構造及び原理等】 
本品（図 1）は、全長に渡り段階的テーパー形状を有するカテー
テルチューブとコネクターより構成され、先端部分の外側表面に
親水性コーティングが施されています。更に、X 線透視下で容易
に位置が確認できる様、本品先端部には X 線不透過マーカーが付
いています。 

 
 

 

 

 

 

 

（※）付属品として、フォーミングワイヤが含まれています。 

 

 図 1. 構造図 

 

＜原材料＞ 
ポリアミド、ポリアミド系エラストマー、硫酸バリウム、ポリテ
トラフルオロエチレン、メチルビニルエーテル・無水マレイン酸
共重合体 
 
＜構成品寸法＞ 
 

呼称 ネオセリジエ SS アングルタイプ 

有効長 110cm 

内径 

ディスタル 
（先端部） 

0.016”(0.40mm) 

プロキシマル 
(手元部) 

0.022”(0.56mm) 

外径 

ディスタル 
(先端部） 

1.7Fr (0.58mm) 

プロキシマル 
(手元部) 

2.4Fr (0.80mm) 

適用ガイドワイヤ外径 0.014”(0.36mm) 

 
 

 
【使用目的又は効果】 

1.本品は 1～2mm の血管を選択し、超選択的血管造影や塞栓療法な
どの処置に用いる細径カテーテルです。 

2.本品は、先端部に X 線透視下で位置が確認できる様に視認性向上
の機能を備えています。 

3.本品は、手技の完了後直ちに抜去されるものであり、長時間血管
内に留置される製品ではありません。 

4.本品は、滅菌済みにて販売するものです。 
5.本品は、ディスポーザブル製品であるので、1 回限りの使用のみで
再使用できません。 

 
【使用方法等】 

1.準備 
1) 本品（図 2、①）をケース（図 2、②）から取り出す際は、     
コネクター部よりゆっくりと取り外して下さい。 
先端アングルタイプを使用する場合は、先端部に挿入している
アングル付きフォーミングワイヤを抜去してからケースより
取り出して下さい。アングル付きフォーミングワイヤを抜去す
る際はゆっくりと行って下さい。 
[無理に引っ張ると本品が破損します。］ 
注意 
カテーテル同士、またはカテーテルとケースが貼り付いてい
る場合は、無理に剥さず、生理食塩水等を用いて湿潤させて
ゆっくりと外して下さい。 
[貼り付いた状態で無理に引き剥がすと、カテーテルの折れ、
親水性コーティングの剥離が起こる可能性があります。］  

2) 先端形状付けを行う際は、本品付属のフォーミングワイヤ 
（図 2、③）を用いて以下の 3）から 6）の手順で準備して下さ
い。 
 
 
 

 
図 2. 製品各部名称 

 
3) 本品の先端部形状は、スチーム（蒸気）により加熱成形を行う
ことが可能です。フォーミングワイヤを本品の先端口より挿
入して下さい。 
注意 

  意図するアングルよりやや強めにフォーミングワイヤを曲げて
形状を付けます。 

4) 形状付けしたい部分を蒸気発生源から2～3cm離した位置で10
～15 秒間蒸気に当て、加熱します。 
注意 
本品先端部のしごき、小径での曲げ、鉗子やピンセット等の
手術器具による挟み、繰り返しによる過度の形成は行わない
様にして下さい。親水性コーティングの剥がれ、本品の破損
が生じる可能性があります。 

5) 滅菌水又は滅菌生理食塩水中で冷却し、形状を固定して下さ
い。 

6) フォーミングワイヤを本品より取り出します。 
7) 次に本品の表面をヘパリン加生理食塩水で十分に濡らして下
さい。 

 
2.操作方法 

1)ロック付きシリンジ（構成品外別品目）1ml 又は 2.5ml を用い
て、ヘパリン加生理食塩水を本品の内腔へフラッシュします。
流出水の中に気泡の混入がなくなるまで注入して下さい。 
注意 
手技中は本品内をヘパリン加生理食塩水で満たして下さい。 

2)あらかじめヘパリン加生理食塩水に浸した適応ガイドワイヤ
（構成品外別品目）を本品コネクターから挿入し、本品先端部
まで挿入します。 

3)適応する親カテーテルにて目的の血管を選択した後、親カテー
テルをヘパリン加生理食塩水でフラッシュします。 

 

【警告】 
1. 本品に用いる親カテーテル（構成品外別品目）は最大適用
ガイドワイヤ外径が 0.032 inch（0.81 mm）以上のものを使
用して下さい。［血管の屈曲等によっては、本品の挿入・抜
去時に抵抗が生じ、本品が動かなくなる、または破損する可
能性があります。］ 

2. 活栓付き親カテーテルを用いた場合、本品挿入中の活栓操
作は行わないで下さい。［本品やガイドワイヤが破損する恐
れがあります。］ 

3. 本品の操作は高分解能 X 線透視下で行い、抵抗を感じた場
合は、必要に応じて親カテーテルごと抜去し、新しいものと
交換して下さい。［本品の破損や、血管の損傷を引き起こす
可能性があります。］ 

4. 本品に薬液等を注入する際に抵抗を感じる、または先端か
らの流量が少ない場合は内腔の閉塞が考えられるため、直ち
に注入を中止し、本品を新しいものと交換して下さい。［本
品にピンホールなどの破損が生じ、予期せぬ血管へ薬剤等が
流出する恐れがあります。］ 

 

①本品 

②ケース 

③フォーミングワイヤ 
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親水性コーティング 
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注意 
  Y コネクター又は止血弁（構成品外別品目）を併用する時は、

それを親カテーテルに取り付けて、加圧バック（構成品外別品
目）を用いて持続的にヘパリン加生理食塩水を注入して下さい。
［血栓による内腔の閉塞を防止します。］ 

4)高分解能 X 線透視装置を用いて、目的の血管又は部位を親カテ
ーテルで選択した後、あらかじめガイドワイヤをセットした
本品を親カテーテル内に挿入します。 

5)X 線透視下でガイドワイヤを先行させながら本品を進めます。
本品先端が目的部位に到達したら、本品よりガイドワイヤをゆ
っくり引抜いて下さい。 
注意 
血管内でガイドワイヤを本品に引戻し、再度先行させる時は、 
X 線透視下での先端の位置を確認しながら操作して下さい。 

6)本品の内腔をフラッシュし、異常の無いことを確認した後、造
影剤又は薬剤等の注入を行います。 
注意 
インジェクターを用いて造影剤を注入する時は【禁忌・禁止】 
記載の最大耐圧以下で注入して下さい。 

7)手技が終了したならば本品を慎重に抜去して下さい。 
 

3.使用方法等に関連する使用上の注意 
1） 本品の先端形状付けは、何度も繰り返して行わないで下さい。［本
品、外表面の親水性コーティングが剥がれたり、本品が損傷する可
能性があります。］ 

2） 先端形状付後の本品と塞栓コイルを併用する際は、先端形状部が
留置後の塞栓コイルに引っかからないよう、十分に注意して下さい。
［本品の破損や塞栓コイルの位置ずれを引き起こす可能性がありま
す。］ 

 
【使用上の注意】 
1.重要な基本的注意 

1) 本品及び使用する親カテーテル内腔へは、常にヘパリン加生理
食塩水によるフラッシュを行って下さい。また、外表面の潤
滑性を維持するため、本品の外表面は常にヘパリン加生理食
塩水で濡らした状態で使用して下さい。 

2) 本品が折れ曲がっていたり、捻じれている状態で、加圧操作や
ガイドワイヤを進める操作は避けて下さい。［本品の損傷や血
管の損傷を引き起こす可能性があります。］ 

3) ガイドワイヤ、塞栓物質等の本品と併用するデバイスは、適用
ガイドワイヤ外径以下のものを準備して下さい。 

4) Y コネクター又は、止血弁を併用する際は、空気を十分に抜き、
液漏れ、空気の混入が無い事を確認して下さい。［空気により
血管塞栓を起こす可能性があります。］ 

5) 本品とインジェクターの接続は、注入圧に耐えられる耐圧延長
チューブを使用して下さい。 

6) 血管造影時、インジェクターを使用する場合は、使用前にシリ
ンジで少量の造影剤をゆっくり注入し、本品先端より流出し
ていることを確認して下さい。 

7) 本品に薬液等を注入する際、最大耐圧以下であっても、注入に
より本品先端の位置が動くことがあるため、十分に注意して
下さい。 

8) 塞栓物質等を挿入する際、少しでも抵抗を感じるなどの異常が
生じた場合は、内腔の閉塞が考えられるため、直ちに注入を
中止し、必要に応じて本品を新しいものと交換して下さい。 

9) 塞栓コイル（構成品外別品目）を使用する際、ガイドワイヤを
用いて、押し込む等の操作をしないで下さい。 

 
2.不具合・有害事象 

1）不具合 
(1)その他の不具合 

1) 本品操作中の破損（破裂、断裂、折れ、伸び等） 
2) 本品へ通過させた塞栓物質による内腔の閉塞 
3) 本品へ通過させたガイドワイヤ等による破損、断裂、 
内腔の閉塞 

 
2）有害事象 

(1)その他の有害事象 
1) 血管攣縮 
2) 血栓形成による血管塞栓 
3) 血管損傷、穿孔 
4) 血管破裂 
5) 仮性動脈瘤形成・破裂、解離性動脈瘤 
6) 末梢血管閉塞や血栓の剥離による脳梗塞 
7) 穿刺部の出血、血腫、動静脈廔 
8) 穿刺部の感染、疼痛 
9) アレルギー 

10) 悪寒/発熱 
11) 腎不全 
12) 肺塞栓症 
13) 虚血/狭心症/心筋梗塞 
14) 虚血または出血による合併症 
15) 心室細動を含む不整脈 
16) 低血圧/高血圧 

 
【保管方法及び有効期間等】 
１.保管方法 

水濡れに注意し、高温多湿及び直射日光を避け保存して下さ
い。 

 
【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

 
＜製造販売元＞ 
株式会社ハイレックスコーポレーション 
〒665-0845 
兵庫県宝塚市栄町 1-12-28 
ＴＥＬ 0797-85-2571 
ＦＡＸ 0797-85-2990 
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